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議会質問履歴
・平成２７年度定例会
一般質問（第3回）
決算等審査特別委員会(環境費)
・平成２７年度定例会
代表質疑（第4回）
・平成２７年度第１回定例会
予算等審査特別委員会(環境費)
・平成２８年度定例会
一般質問（第1・第2・第3回）
決算等審査特別委員会(環境費)
・平成２９年度定例会
一般質問（第1・第2・第4回）
予算等審査特別委員会(環境費)
決算等審査 第３分科会
＜所属委員会＞
市民教育委員会（H27年度）
健康福祉委員会（H28年度）
都市整備建設委員会（Ｈ29年度）
環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ政策調査特別委員
会（H27年度～）
防災・減災推進調査特別委員会
（Ｈ29年度）

広報委員会 副委員⾧
（H29年度～）

いつも皆様には、真心こもるご支援を頂きまして、御礼申し
上げます。
平成３０年 第１回定例会（２月１３日～３月１４日）が開催さ
れました。
東日本大震災より７年が経過しましたが、「お一人お一人が
心の復興を成し遂げるまで寄り添った取り組み」を推進して
参ります。

今議会では、「本市の財政健全化と市民サービスの質の確
保について（財政調整基金費）・交流人口拡大による本市経
済の活性化策（文化観光）・道路補修の基準設定と市民要望
に対する丁寧な取り組み（土木費）」について質問をさせて頂
きました。
（一般質問の内容や答弁は、抜粋にて掲載）
これからも皆様の「声」を実現のために、何事に対しても全力
で取り組み、更なる「安心・安全」そして「本市の経済活性化」
へ力を尽くして参る所存であります。

仙台市議会議員 佐藤 幸雄

佐藤ゆきお 日々の活動

●イズミティ２１
手摺・街灯設置

１１月３０日 調査
３月 ７日 完了

●南光台1丁目
９－１６付近
側溝蓋掛け
１０月１２日 調査
１１月３０日 完了

「国際センター駅」の会派視察 ２０１７年１２月

第１回定例会にて本市の課題を訴える!
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●鶴が丘4丁目
９－１付近
歩道線整備
１１月２日 調査
１２月２日 完了

●八乙女１丁目
２－５付近
歩道整備
５月１７日 調査
２月４日 完了

転倒防止の手摺と街灯の整備。

事故が多い横断歩道の線を引き直し。

歩行者の安全対策のため、側溝の蓋掛け整備。

陥没した歩道の整備。



１．市民サービスの「質」を
維持した予算組を推進す
べき！ （総務費）

【佐藤幸雄議員】新年度の予算編成は明
らかに歳出が多く、今年度実施した歳出
事業も大きく削減した形跡はない。

奥山市政の時にも、「財政調整基金」を予
算に盛り込んでいたが決算では、使用し
なくても済んでいる予算組と、今回の予算
編成では大きく違う。通常通りの各局の
削減策では、まかなえないはずである。

市民の皆様へのサービス、例えば、歩
道の草刈り等を年１回最低でも実施して
いたことを、２年に１回に変えざろう得な
いなど考えられる。
（切り詰め型の予算執行なる）

これまで奥山市政は、財政調整基金をあ
まり取り崩さずに予算を執行してきたが、
郡市長は今回の予算組で、市民サービス
の「質」を落とさずに実施出来るとお考え
か伺う。

【市長】予算編成段階において、財政調
整基金の取り崩しといった財源対策を行
うが、これまでは、執行段階における受さ
差の発生や市税の増収など、様々な要
因により当初の収支差が圧縮されて、結
果的に財政調整基金を取り崩さず対応で
きたところである。

引き続き歳入歳出両面での取り組みを行
いながら、財政の健全性を確保して参り
たい。

２．観光施策で本市の経
済の活性化を推進すべ
き！（経済費）

【佐藤幸雄議員】宮城県が公表している
県全体の平成２８年の観光消費額を単純
に本市の観光客入込数等で割落とすと
２，０４１億円程度になる。また、鎌倉市
（草創塾 研究成果報告書）の試算で市
税を算出してみると「８６万人」増えると
９千万円の税収が見込める。

具体の数値が示せなければ今後の本市
企業及び市民の皆様のご理解が得られ
ないと私は考える。是非 数値化をして広
く市民の皆様に周知すべきと考えるが所
見を伺う。

【文化観光局長】本市の持続的発展に向

け、質問の経済効果や税収などの観点

からも、観光振興が果たす役割は非常に

大きいものと考えており、引き続きしっか

り取り組んで参りたい。

【佐藤幸雄議員】本市の役割については

東北の唯一の政令指定都市として東北

の活性化に資する取り組みが必用と考え

る。本市の近隣都市には塩釜や松島等、

観光資源は多くある。その観光資源を活

用した取り組みも必要と考える。まずは

近隣の自治体との交流で更なる良好な

関係をつくり、民間の力も活用して 旅行

会社も巻き込み進めるべきと考えますが

所見を伺う。

【東北連携推進担当課長】本市として仙

台・福島・山形三市観光等と旅行会

社や航空会社と連携しプロモーション

を実施してきた。Ｈ３０年度、近隣の

自治体の観光資源を活かし、民間企

業と連携した取り組みを推進して参

る所存である。

３．要望者への丁寧な対
応を行うべき！（土木費）

【佐藤幸雄議員】区役所の対応について
伺う。要望者へ対して「この道路は予算
が付いているので、年度末に改修する」と
約束をされていたが、本年に入り、改修
できないと回答があった。

年度末の２か月前にこのような対応であ
ります。

本当に予算要望をして予算が取れていた
かを調べた所、要求はしていたが予算は
つかなかったとの返答を建設局の担当よ
り伺った。実際には予算は付かなかった
案件である。

市役所改革を進める市長に伺うが、この
対応について どうように感じられるか、
所見を伺う。

【市長】市民の皆様との対応にあたっては、

常に相手の立場に立って考え、その時に

取りうる最善の対応を探り、理解いただ

けるよう努力をする姿勢が大切であると

思う。その点において、このたびの道路

改修をめぐる地域の皆様の要望への対

応についての説明は、丁寧さが不足して

いたのではないかと思っている。

市民の皆様から信頼され、理解頂きなが

ら仕事を進めていくためにも、様々な機

会をとらえ、職員にこの考えが浸透してい

くよう、周知徹底に努めて参りたい。

【佐藤幸雄議員】誰でも間違いはある。

その後の要望者への対応が大事である

と私は考える。どのように対応すべきです

か。伺う。

【建設局長】実施予定の事業が出来なく

なった場合には、要望を頂いた方に速や

かに状況を説明するなど、丁寧な対応が

必要である。

舗装の改修については、車両や歩行者

の安全安心を確保することが最優先であ

り、緊急性なども踏まえて優先順位を勘

案し、実施していくことが必要と考える。

今後、地域からの要望に真摯に耳を傾け、

丁寧な対応を心掛けるとともに、現場で

詳細な状況を確認するなど適切に対応し、

市民の皆様の理解が得られるよう取り組

んで参りたい。

第１回定例会
予算等審査特別委員会質問（抜粋）
平成３０年２月

新年度に本市が取り組むべ
き課題を指摘!


